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Abstract 　The 　Ishikari　Lowland 　is　a 　significant 　boundary　which 　dlvides　geotectonically　 the 　Hokkaido

三sland 　into　the 　two 、　parts： tho　Grccn　Tuff　area 　where 　Tcrtiary　vQlcanics 　are 　distributed，　 and 　the　Hid 欲 a−

Kamuikotan　Be王ts　which 　consist 　main 旦y　of 　pre．Tertiary　sediments 　and 　metamorphic 　rocks ．　 Thls　lowland

has　been　an 　active 　subs 三dence　basin　s三ncc 　Late　Cenozoic　timc ．

　　The （迦 aternary 　deposits　in　the 　Ishlkari　Lowland 　are 　distributed　in　and 　around 　thc　IShikari　Hills，

Nopporo 　Hills
，
　Umaoi 　Hills　and 　their 　subsur 齔 e．　In　this 　paper，　we 　review 　the　stratigraphy ，　biostratl−

graphy ，
　and 　chronologlcal 　setting 　of 　？leistoccne　depQs量ts．　 The　stratlgraphic 　frame　is　shown 　ln　Fig．2．

　　The 　following　acts 　have　bcen　acertained 　in　a　proccss　of 　examination 　on ⊆：≧paternary　stratigraphy 　in

the　Ishikari　Lewland ，
1）　No 　infbrmation　on 　the 　PliQcene−Pleistocene　boundary 　is　available 　in しhis　lowland，

2） Fission−track　dating　in　the　uppcr 　or　the 　Uranosawa　Format 正on 　has　 revealed 　to　be　l．46 ± 023　Ma ．

Althrough　the 　base　of 　the　UranQsawa 　Formation 　can 　nQt 　be　Qbserved 　up 　to　Ilow ，　 this　rcsult 　explains 　that

it　corresponds 　to　the　Early　Pleistocene　epoch ．

3）　According 　to　the　biostratigraphic　data，　the 　last　stage 　of 　the 　Early　Pleistocenc（around 　the　jaramillo
Event〜）involvcs　the　most 　distinct　episode 　of 　the 　fioral　and 魚 unal 　change ，
4）　Four　stages 　of 　marine 　transgression 　occurred   n 　the　lshikari　Lowland 　in　thc 　Pleistocenc　time ．　 The

transgression 　was 　from　the　Early　Pleistocene　to　the 　early 　Middlc 　Pleistocene（UranQsawa−Shimonopporo

statge ），
　in　the 　Middle 　PlelstQcene（Otoebetsugawa　Stage），

in　the　Last　lntergLaccal　Age （Momljidai
−A しsuma

Stage），　and 　in　subinterstadials ・

5）　The 　pale  climatic 　reconstruction 　of 　the　PleiStoccne　time 　bascd　on 　the 　palynological　studies 　suggests

th ¢ cxistcnces 　of 　the　three 　cold 　phases （the　late　Early　Pleistocene，　the　Shizukawa　Cold　Agc
‘‘Sz− III　hori−

zon
”

，
　and 　thc 　Last　Glacial　Age）and 　two 　warm 　phase （Otoebetsugawa −Hayak ｛ta　Stage，　Momilidai−Atsuma

stage ）．　 The　palcoc妓mate 　of 　the 　Momijidai −Atsuma 　stagc 　which 　corresponds 　to 　the 　Last　Interglacial　Agc，
was 　almost 　the　same 　as　the 　present 　climate

，
　and 　with 量n 亘 one 　short 　cool 　episode 　was 　also 　detectcd．

「1”wo

short 　epidsodes 　ofrelatively 　temperate 　climate 　also 　occurred 　il1重he　Last　Glacial　Age 。

は　 じ　 め　 に

　石狩低地帯 （札幌
一

苫小枚低 地帯）は ， 地質構造．．ヒ，

北海道を西南北海道 （い わゆる グ リ
ーン タ フ 地域）と申

央北海道 （中軸帯） とに区分する境界地 域 と して 古 〉か

ら注 目され て い る．

　石 狩低地帯周辺 の 地 形 は ， 低地帯の 北部 ，東部，お よ

び西部地域 とで ，そ れぞ れ こ とな っ て い る．

　北部 の 石 狩丘陵地域 は ， 新第三 系か らな る丘 陵性山地

とそ れ を 取 り巻 く段 丘 地 形 で 特徴づ け られ る ．東部地 域

＊
静修 短期 大 学．Seishu 　JuniQr 　CDllege・

絆
北海 道大 学理学部地質学鉱物学教室、Department 　of 　Geologyand

　 Mineralogy ，　 Facu 且ty　of 　Scienc 馬 Hokkaido 　University ．

は ， 南北 に 延びる馬追丘陵 （最高 280m ）と ， そ の 東南

部に 発達する平坦な台地 ， そ して ， そ れ らの 東側 に広 が

る盆 地状 の 由仁
一

安平低地 ， さ らに 東側 の 新第三 系から

な る夕張山系山麓部 の 丘陵性 1彑地 な ど か らな っ て い る．

西部地域 は ，西北部 （札幌市周 辺 地域） と西南部 （恵庭

市以南）で は，や や 地 形を こ とに して い る．西 北 部 で

は，低地 に むか っ て 半 島状 に 突き 出す野幌丘 陵を 東縁 と

し，そ の 南西〜西側 に 支笏 軽石流か らな る丘陵性台地が

広 が る．そ こ に は ，焼山 （標高 261m ），臼旗li【（同 32王

m ），島松山 （岡 512m ）な ど ， 鮮新統 か らな る平］頁山が

地塁 上 に突出して い る，さ らに ， こ の 台地 の 四側 に は ，

札幌 市 の 申 心 を流れ る豊平川や 発寒川が形成 した扇状地

が発達 し ， そ して ，新第三 系や 同時期の 溶岩などか らな
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第 1 図　石 狩低 地帯 お よ び そ の 月辺 地域 の 地 質 lr咯図 （馬 退 団 研 ， 1987， 原 図を一．・
μ瞰 変 ・加 f）
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る 山地 に つ な が 一．
、て い る．断南部域は，支笏軽石流 や 瀕

庭 ・樽前火 山噴 出物 か らな る 広 大 な 台 地 が 西か ら束へ 向

か っ て緩や か に高度を下げて 広 が っ て い る （図
一 1）．

　本地域 の 第四 系 は ，これ らの 丘 陵地 ド
台地 ，お よび申

新世末期以降，沈降帚 と して 特徴 づ け られ る低地 部の 地

下な ど に 広 く分布 し，古 くか ら種 々 の 研究 が な されて い

るが，多 くは特定の 地域や課題を対象と した も の で あ

る．木地城の 節四 系の 層序や 編年 に 関する 研究が 意 識 的

に な さ れる よ うに な っ た の は1970年代 の 後半に 入 っ て か

らで ある．しか し，こ の 低地帯域は南北約 70km ，東酉

約 40km に わた る広 い 地域 で あ り，地 形的に も地質的

に も各地域で かな り異 っ た 様相を 示 して い る．した が っ

て ，各地域 の 地屑 の 対比 そ の他，未解決 の 1，甸題 も少なく

な い ．
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　こ の 小論で は，こ れまで 比較的研究が進ん で い る野幌

丘 陵地域を中心 に ，北部の 石狩丘 陵域 お よ び 馬追丘 陵南

部 域 の 第 四 系の 対比 を 試み ，低地 帯 全 域 の 第四 系，と く

に ，更新統の 層序 と編年 に つ い て ，現時点で の 総 括 を

し，同時に い くつ かの 閲題を提起 したい と考え て い る．

層 序

　 L 　 石 狩 丘 陵 地 域

　石狩丘 陵の 地質は ， 従来 旨鮮新統 の 当 別 層 ・材木沢 層

，更 新統 の 獅子内層
・
伊達 山層 お よ び段 丘 堆積物 か らな

り ， 獅子内層 と材木沢層 とは不整合で あ る と されて い た

（垣見 ，
1958）．しか し，外崎 ・赤松 （1983） は，材木沢

層 と獅子内層の 境界は 不整 合 で な く，整 含 漸移 の 関 係 に

ある こ とを明 らかに し，獅干 内層を材木沢層 の 最上 部層

と位置 づ け た ，そ して ，材木 沢 層が 当別 層と不整合に 接

して い る 事実を 発見 し （外崎
・
赤松，1984），さ らに 古

生物学的な検討か らそ れを更新 肚前期
一

申期の 地層 で あ

る と した （赤松，1984），そ れ に よ る と，本 地 域の 更 新

統 は ， 下位 か ら材木沢層
・伊達 出層

・
石狩 太美層 ・

石狩

高岡層 に 区分 され て い る．

　材木沢層 ： 全休 として 砂礫層か らなり，岩相 に よ り
．．
ド

部か ら，礫
・
砂

・
シ ル ト互 層 ， 中粒砂

・
礫 五 層 お よ び 粗

粒砂層 の 3 部層 に 分け られ る．構造 的 に は単斜構造 で 傾

斜は 東
一

東南へ 10〜20e で あ る．層厚は約 450　m ＋ と さ

れて い る ．本層 に は 3層準 に 貝化石 が含まれ て い る．

　伊達山層 ： 当別町 伊達山付近 に 分布す る．基 底 に 礫層

をもち，シ ル ト層を主体とし，そ の なかに 砂層や泥炭層

をは さむ水平な地層 で あ る．下位層 と の 関 係 は，垣 見

（1958） は ， 獅 子 内層 （材木沢 層上 部） と一
部同時異 相

か 整合 として い る が，外崎
・
赤松 （1984）は不整 合 と し

て い る．層厚 は 10〜30m で ある ．伊達 山層の 分布 は狭

い が ，あとで 述べ る野幌丘 陵 の 音 江 別 川 層 や 南 部 地 域 の

早来層 に対比され，広域的 に分布す る地 層 の
一．

部を 構戊

す る陸 水 成 層 と考 え られ る もの で ある ．
　 い し b・り S・t　み

　石狩太美層 ： 本地 域の 10〜40m の 丘 陵性 llE地 を ．一
様

に おおう地 層で ，基底に 礫層をもち ， 礫を含む シ ル ト層

か らな る が，ときに泥炭層や火 山灰 の 薄層 を はさん で い

る．層厚は IOm 以下 で あ る．本層 は小野幌層 に 対比 さ

れ ，最終氷期の 堆積物 と考え られ る．

　石狩高 岡層 ： 石狩丘陵南縁部 の 標高 20〜SO　m の 段 匠

面を構成する礫 ・砂 ・粘土か らなる段丘堆積物で ある．

層厚は 3〜6m で あ る ．

　 2e　 野 幌丘陵地域

　野幌丘 陵の 第四系の 層序 は ，下位か ら，裏 の 沢層 ・下

野幌層 ・音江別川層
・
竹山礫層

・
もみ じ台層

・
支笏火山

噴出物
・
元野幌層

・江 別砂層 お よび厚別 砂礫層 （広島砂

礫層 ・輪厚砂礫屑）な ど に 区分 され て い る （赤松 ほ か，

1981）．

　裏 の 沢層 ：下限は 不明で あ るが ，下 部 か ら，や や 圏結

した シ ル ト層，凝灰質 シ ル ト ・
砂互 層 ， ク ロ ス ラ ミ ナの

発達 した軽石質申
一

粗粒砂層お よ び 同時異枳 と考 え られ

る 礫質粗粒砂層 か らな る ．構造 は ほ ぼ 南北 に 走 る野 幌 背

斜 （佐 々 ・森谷，1951） に支配 され束西に 傾斜 して い る

が，西翼 の 6〜8°W に対 し，束翼 で は 正O〜12°E で ある．

化石 は 員 殻 が溶けた 保存の悪 い 化石 が 散在 して い る ほ

か ，巣穴化石が み られ る程度で ある．今ln1，最．』部 の 軽

石質中
一粗 粒砂層 か らの 軽 石 の フ ィ ッ シ ョ ン ・ト ラ ッ ク

年代測定が な さ れ た （後述 ），

　 ド野 幌層 ；基 底 に は 含化 石 砂礫 層 が 存 在 転 ，そ の 一ヒ位

に青灰色 シ ル ト ・中粒砂互 層 （泥 炭層をは さむ），青 灰

色 シ ル ト層 （泥 炭層を は さむ）などが累重す る．
一
ド位 の

裏 の 沢層 と は不 整合 で あ るが ， 構 造 的 に は 裏 の 沢 層 と と

もに 背斜構造を 示 して い る．層厚 は 60〜70m で あ る

が，西翼 で 厚 く，東翼 で 薄 くな っ て い る ．

　音 江 別 川 層 ：匠 陵南部の 音江 別川流域 の み に 分布 して

い る．安山岩礫を主 とす る基底礫層をもち，そ の 上位 は

青灰色 シ ル ト層 ，吋1粒砂層 ，お よび 泥 炭 層 を は さ む シ ル

1・層 な どか らな る．裏の 沢 層 と下野幌層 を不整合に切 っ

て 堆積 した 水平な地層 で ある ，層厚 は約 25m で ある．

　竹山礫層 ： 広島町竹 1⊥1付近 の 標高 100〜120m の 波状

地形面を構成す る安山岩の ク サ レ礫を主とす る礫層 で あ

る．音汀：別 川 層を不整合に お お い ， 小野幌層 に不整含に

お お わ れる ．

　 もみ じ育層 ：野幌丘 陵北西縁部の 段丘 お よ び台地 に 分

布す る．基 底 に安山岩礫層 が み られ ， お もに 砂礫層 ， 妙

層 か らな る．場所に よ り泥炭層 を もは さ ん で い る，基 底

の 標高 は 12〜32m で あ る，分布地域 で は 下位の 下野幌

層および上 位の 小野幌層とはそ れぞれ不整合で 接 して い

る．音 江 別川 層 お よ び 竹山礫層 との 層位関係は分布が こ

と な る の で ，直接 に は 明 らか で な い ，

　小野幌層 ：野幌丘陵周辺 部 に広 く分布す る，お もに 青

灰色 シ ル ト
・
粘土 と砂 の ttl層 か らな り， 基底 に は安山岩

礫層が あ る．シ ル ト ・
粘 土 層 に は レ ン ズ状 に 泥炭質粘 土

が は さま っ て い る．また ，丘陵 の 東翼 に 露出す る泥炭質

粘 ：ヒ部層 に は Aafa 系統の 火山灰 （厚真降下火由灰堆積

物 ；春 L1井 ほか ，
1980）が確認 さ れて い る （赤松

・
山 1．月，

1980）．本層 は下位の すべ て の 地 層を 不整合に お お っ て

い る，
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　 支笏火山噴出物 ：お もに 野睨丘 陵の 南方 お よ び 西 側 の

台地や 丘 陵地 帯 に 広 く分布 し，多量の 軽石 ・岩片をふ く

む灰 臼色 の 火砕流堆積物 で あ る．野幌丘陵域 で は 小野幌

層を不 整合に お お っ て 発達 して い る ．

　元野幌粘 土 層 ：野 幌丘 陵北縁 の 段 丘 ［面に 粟 る 堆積物で

ある．軽石粒をふ くむ火山灰質粘上か らなるが，軽石の

粒度 は 下部で 粗 く．と 部で は 細か くな る．ま た，上 部層 に

は 泥 炭 ・泥 炭質 粘土 が レ ン ズ 状に は さ ま って おり，P廨 α

sp ・
，　 Larix　 sp．な どの 木材化石や Picea ．gtehni の 毬果，

7
”
raPa 　 rnCtxilnOlt ．’icziiの 果実な どを産出す る，

　 江 別砂欟 ： 元野幌粘 土 層 の 上 位 に 位置す る砂層で ，ク

ロ ス
・

ラ ミナが 発達 した 細粒軽石 と火 山灰 質砂の b：層 か

らなる砂［τ：成層で ある．岩質から支笏火山噴出物起源 で

あ る と 考え られ る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わ つつ
　厚別砂礫層 （広島砂礫層

・輪厚砂礫層） ： 各河川ぞい

に み られる．支笏火山噴出物 の 再堆積層で ，軽石 ・火 由

灰質砂か らな り ， 泥炭層 もは さ まれて い る．

　 3． 石 狩 海岸平 野 地 下 部

　 石狩海岸 か ら札幌市域 の 低地帯地下部の 更新統の 層序

は赤松
・
松下 （1984） に よ り考察されて い る．そ れに よ

る と，札幌市西部域で は ，新第二 系 （西野贋相当層）に

下野幌層柑当層が
一・150m 付近で 直接 に接 して おり ，そ の

上 位 に最終氷期 の 海成層 と沖積層 が堆積して い る．最終

氷期 の 海成層 は貝化石 IGAR 八 SH 【 （1975）， 花粉化石，14C

年代などをもとに ，下位か ら，八 軒 bed，1［1口 bed ．樽川

bed に 区分されて い る，こ れ に対 して ， 來側 の 野幌丘 陵

北西の 低地 で は ， 下野幌層相 当層 の 下位に ， かなり厚い

海成層 が み られる．外崎
・
馬追団体研究会 （1983） に よ

る と，花粉群集 か らそ れ を裹 の 沢 層 に 対 比 して い る ，

　 4．　 早 来
．一

厚 真地域

　本地 域 の 更新統は新第 三 系の 萠別層を不整合 に おお っ

て 発 達 し ， 下位か ら早来層
・
厚真層

・
本郷層 お よ び 段丘

堆積物に分 け られ て い る （馬追団体研究会，19S3），

　早来層 ：主 として 塊状 の シ ル ト質粘土層か らな る．風

化面の
．一一
部 に は黄緑色 の 硫黄 の 晶出や 針状の 石膏 の 結贔

が み られ る ，上 部に な る と，漸移的 に シ ル ト
ー

細粒砂 ，

細
一
屮粒砂 に変化 し，軽石質砂を交 え，葉理 が 発達 して

い る．シ ノレ ト層か らは 海成の 貝 化石 を 産出す る．ま た ，

場所に よ り粘 土 層 に は泥炭層 もは さん で い る．水平 層

で ，分布 の 最高高度 は 約 46m で ある．下限 は沖積藤下

に ある た め，正 確 な層 厚 は 不 明で あ るが ，30〜40m 　 と

推定 され る．
　 あつ　ま

　厚真層 ：早来層を不整合 に 切 っ て 堆積 して い る．下 部

は硬質頁岩 の礫を主とする 礫層と粗粧砂層で ， 上部は火

山 灰 質粘 土 か らな る ．上部の 粘 土 層 に は材化石 の 破片や

Corbicula　jaPenicaの キ ャ ス トをふ くむ と こ ろ もあ る．分

布の 上 限は標高約 30m で ，層厚 は 3m ＋ で あ る．

　 本郷層 ：厚真層の 上位に 整合的 に累重す るが，一
部 は

早来層を不整合に お お っ て 堆積 して い る．前者 の場合は

泥炭 ・泥 炭質粘土 ・火山灰 質粘 土 か らな り， 厚真 降 下 火

山灰堆積物 （Aafa ；春 臼井 ほか，1980）を 4 枚 （Aafa −1
〜4）はさ ん で い る．後者 は Aafa−1〜4 を は さ む 火山灰

質粘土層 か らな る ．層厚 は約 3m で あ る．

　 段丘 堆積物 ：本地域 の 海 川 沿 い に は 2 段 の 段 丘 がみ ら

れ る ．そ れ らは宇隆段丘 （沖積面 との 比高 ， 約 20ヱn ）と

美里 段丘 （同 じく比 高，約 10m ）で あ る．

　宇隆段丘堆積物 は支笏降下軽石堆積物の Spfa−2 に お

お わ れ る ．下部 は硬質頁岩 の 礫層 で ，基質 は Spfa−7 か

ら もた らされた と考え られるス コ リア 質の岩片をふ くん

で い る．上 部 は火山灰質 シ ル ト 〜 粘土 層 か らな り ， 材化

石 や 軽石粒を ふ くん で い る．層厚は約 5m で あ る．

　美里 段 丘 堆積物 は ，恵庭降下軽石堆積物 （En −a ）に お

お わ れ て い る ．下部は硬質頁岩 の 礫層 で ， h 都 は火肉灰

質粘土層 か らな る ．層厚 は 2m 前後 で あ る．

　降下軽石堆積物 ：本地域 に は各種
・
各時期の 降下軽 石

堆積物が広 く分布 して い る （佐藤，1969 ；春 日井 ほ か ，
1980）そ れに よ る と，本地域 の 降下 軽石堆積物は，厚真

降下火山灰堆積物 （Aafa −1〜4）， 鵡1「1降下軽石堆 積物

（Mpfa −1〜3），支笏降下軽石堆積物 （Spfa−1〜10），
’
恵

庭降下軽石堆積物 （En ・−a ），樽前降下軽石堆積物 （Ta −a

〜d）な どで ある．こ れ らの うち，Aafa−2，　Spfa−1，2 な

ど は連続憔が よ く鍵層 として 重要 で あ る，

　最近 ，田∫田 ほ か （1987）は ， 厚真降下火山灰堆積物 2

（Aafa−2）を 北 日本に 広 く分布す る洞 爺火出灰 （Toya ）

と同定 して い る．

　 5。 苫 小 牧地 域

　近藤ほ か （1984） の 苫小枚市静川台地 （標高 20．16m

地点）の ボーリン グ ・
コ ア （深度 80m ） の 研究 に よ る

と ， 下位か ら，
Sz− 1層〜皿 層まで に 層序区分されて い

る ．こ れ らの 各層は岩相 ・貝化石 ・花粉化石群集な ど か

ら，早来層
一

厚真地域 の 第 四 系 に ，次 の よ うに 対 比 さ れ

て い る．す な わち ， Sz一且 層が 早来層 ，　 Sz−W 層 が 厚 真

層，Sz−V とSz−Vl層が本郷層か ら鵡川降下軽石 堆積 物
へ ，そ して Sz一皿 と Sz−W 層 は そ れ ぞ れ Spfa お よ び Ta

−b に相当する．

　 こ こ で 注 目 した い 層準 は Sz一皿 層で あ る．こ の 層 は 下

部か ら皿a〜述 d の 4 層 に 区分 され る．a 層 は砂礫層で ，

b 層 は泥炭層 を はさむ礫混 じり粘土層 ，C 層 は下部に礫
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第 2 図 　石 狩 低 地帯 に お け る 第 四 系 の 層 序 と 対 比

・
泥炭

・
マ ガ キ の 化石 が 混在する シ ル ト質粘 土層 ，

d 層

は砂礫層 で あ る．そ して ，b 層 か らは き わ め て 寒冷 な気

候条件を 指示す る花粉群集 が検出さ れ る，早来一厚真地

域 に は ，こ の 層準に 相当す る地層は露出して い な い ．

　 以 上，各地域の 更新統 につ い て 見て きた が，石狩低地

帯地 域を通 して の 層序対比 は，図
一2 の よ うに 総括す る

こ とが で きる，

生 　　層　　序

1．　 貝 化 石 群

A ， 下 一中 部 更 新統 の 貝 化 石 群

石狩 丘 陵 の 材木沢層お よ び野幌 丘陵 の 下野幌層は ， い

くつ か の 層準 に 員化石群を 包 含して い る．そ れ らの 貝化

石群 の 特性 と層序 と の 関連を 総括的 に 検討す る．

　材木沢層 は ， 岩相か ら上 ・
中

・
下部 と 区分 され るが，

そ れ ぞ れ の 部層 に 海生貝化石 が 含 ま れ て い る 、赤松

（1984） に よ る と 次の と お りで あ る．

　下部化石群 は ，生息時期が前期鮮新傲か ら前期更新 世

ま で と さ れ て い る Aeita　 nakaiitnai を ふ くむ 5 種か らな

る．

　申部化石群は ， i種 の 絶滅覆 ，
　 Pro声 加滋 勧 ro面 を ふ く

む ほ か は 現生種で ， 18種発見 されて い る．そ れ らは，

PatinoPecten　Jessoensis，　 SititftePecte．n　 Stvifti ，　 CrenemJtilus

grayanus，　 Caltista　brevishiPhenataな どが優 占す る が ，
　Ch一
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tamJs　niPPonesis の 産出が 注目され る．

　一ヒ部貝化石群 は ， すべ て 現 生種か らなり，寒 ・暖流系

が 混 在 し ，
二 枚貝52種，巻 貝 28種 ，腕 足 類 2 種 ，計82種

か らなる ．お もな もの は　 Acmae 　 Pattida，　 HomaloPoma

ttmussitatu ’n，　 Mitrelta　bicincttt，　 Aoita　insignis
，
　 Gl丿c丿meris

Jessoensis，　 PatinoPecten），e∬ oensis ，εf£ 1加ゆ σ   5ω 輝 ， の ・

clOCttrdia 　isaotakii，　Fe・lartietla　usta ，　 Spisuta び卿 などで あ

る．こ の 貝化石群 は ， い わ ゆ る
“
獅 子 内動物群

”
と され

て い た もの で ，長尾 （1934），
OINoMTKADo （1937），藤江

（1958），大島 （1971）な ど の 研究が ある．

　下野幌層で は ， 基底 の 砂礫層 お よ び 上 部 シ ル ト層 の 2

層準か ら員化石が発兇さ れ て い る．赤松 ほか （1981）お

よ び木村 ほか （1983）に よ る と次の とおりで ある．

　基底砂礫層 の 貝化石群は LimoPsis　tokaiensis，　 Cli　la　m コs

daishakaensis，
　 Ch．　 coatsi ，

　Pro　tfatvia　ku　rodai ，　NiPPonoPagia

emmaensis な ど 5 種 の 絶滅種を ふ くむ．巻貝15種，二 枚

貝 26種，腕足類 1種 ， 計42種か らな る．全体的に 寒流系

の 種構成で ある ．

　上部 シ ル ト層 の 貝化石群は Crassostrea　 gigas，　PatinoPe−

cten 　Jesseensis　 8種 で ，すべ て 現生種で ある，

　材木沢 層と下野幌層 の 層序 と各貝化石群の 構成種の 特

性 を生 層序学的 に 考察す る と，貝化石群 は 下位か ら4 帯

に 区分で きる，

　 工帯 ； Aciia　nakazimai をふ くむ貝化石群 （材木沢層下

部），

　 9　帯 ： Chlam）s　daishakaensisを は じめ 5 種 の 絶滅種

を ふ くむ寒流系の 貝化石群 （下野 幌層基底部）

　 皿　帯 ：絶滅種 の Prefulvia　kuredaiをふ くみ，　 Cfila−

mJS 　niPPonesis な ど が 混 在す る 貝化石群 （材木沢 層 中 部 ）．

　 W 帯 ：す べ て 現 生種か らな り，寒
・
暖流系が 混 在す る

貝化石群 （材木沢層上 部
・
下野 幌鳳 ．ヒ部 ）．

　 1 帯 の Acita　 nakazimai は十勝 地 域 の 前期更新統と考

えられる池［：［亅層上部層 （YOSI・IIDA 　et　a1．，1981）または 長
さる　し　ttい
流枝内層 （松沢 ほか ，1978）， お よ び 根室地域 の風 蓬湖

層 （嵯峨山 ほ か ，1986） か ら も発見 さ れて お り，対比や

編年を考察するた め に 重 要で あ る．

　 l！帯 の 構成種 は，渡島半島地域 に 広 く分布す る 瀬棚層

の 瀬棚動物群の そ れ とよ く類似 して い る．瀬棚層 は ，従

来，上部鮮新統ある い は 鮮新
一

更新統と考えられて い た

が ， 最近 は ， 超 微化 石 な どの 研究か ら下
一

中部更新統と

されて い る （地徳 ，
1984）．

　 皿 帯の 特徴 は，絶滅種をの ぞ く他 の 構成種がIV帯 に 類

似 し ，
n 帯 に み られた絶滅種 の Chgam“s　daishakaensisに

近縁な現生種の Ch．　 nipPonensis が出現す る こ とで あ る．

こ の ような構成の 貝化石群は，瀬棚層 の 上 位 に くる 中の

川層 （久保 ほか ， 1983）か らも産山 して い る　（赤 松 ，

1984），

　 こ の ように 整理 して み る と，矼帯と 皿 帯との 閥に種構

成 の 変化が現われて い る．それは ， 前期 と中期更新 世の

境界を 示唆す る もの で は な い だ ろ うか ．

　 B ・　 中部更新統 の 貝化石群

　音江 別川 層 と皐来層 か らは多 くの 貝化石を産出する．

　音 江 別 川 層 の
一
ド部 シ ル ト眉か ら ，

Umbenium 　 monilifer ・

u7n
，
　 Semicassisゴ卿 η窟 ，

　 ScaPharca　 subcrenata
，
　 s．　inaegu−

ivalvis，凶46観 獄 妬 o 廟 ，五勿8昭 α 側 8」μ ∫ な ど，現在 の 北海

道西南海域 よ り北 に は生息 しない 暖流系 の 貝類を ふ くむ

巻員21種，二 枚貝33種 ，腕足類 2種，計 56種で ある （赤

松，1980 ；木村 ほか ，王983）．

　早来眉か らも， 1｛aPana 　 menOS
’
a

，
　 Arca　bouca「di・ ap’clina

orient αlisな ど ， 同様な 暖流系の 貝化石 が 産出す る （馬追

団体研究会，1983 ）。ま た ，
Sz−H 層 に は ，

　 Macoma 　 sp ．

RaeteglePs　PulcfieUa，　PαtinoPecden　Jessoensisな どが 発見され

る （近 藤 ほか ，1984）．

　この ように ， 両地層 は暖流系 の 貝化石 の 産出に よ っ て

特徴 づ けられ る．

　 C ．　 上部更新統 の 貝化石群

　もみ じ台層か らは，　ChlatnJ，s　 niPPonensis ，　 Crassostrea

gigas，　 Pseudoeardium　 sachalinesis
，
　 PhacOSO　ma 　」

’
aPonicum な

ど，現在北海道近海 に生息する種 で 構成 さ れて い る．厚

真層 は Corbicula　J
’
aPonica の みで あ るが，　Sz−lvrcか らは

Macoma 　sp 。　 itZfereenaria　sp ，な どが 発見 され て い る （近 藤

1まカ〉
，　1984）．

　海岸平野地 下部 の 最終氷 期 の 堆積物で あ る 八 軒 ，山

口 ，樽川 bed か ら海蕉 の 貝化石 を 産 出す る．こ の うち，

八 軒 bed に は現在北海道 に は生 息 しな い 暖流系の Sca−

Pharoa　subarenata が ふ くま れて い る ．他 は現在 と 同 じよ

うな種構成の 貝化石群 で ある （赤松
・
松
．
ド，1984）．

　2．　植物化 石 お よび花粉化 石

　裏の 沢層 の 花粉化石 に つ い て は，外崎 （1981MS ），外

崎 ・馬追団体研究会 （1983） の 報告がある．そ れ らに よ

る と，下部 は，Betttla，　 CarpinUS，σ0瑠 躑 な どの 広葉樹

が優勢で Fa．gus を伴い ，　TSUSSa，　 Taxodiaceae な ど も検

出さ れ るが ，上部 は Picea，　Abiesなどの 針葉樹が優勢 に

な り Larix も出現する．

　材木沢層 の花粉化石は，外崎 （未発表） に よると，下

部層 で は裏 の 沢 層 と同様 に，広葉樹が 優勢で Tsuga，

Taxodiaccae も産出 して い る ．申部層 で は ，貝化石帯 の

上位層準か ら検出 され る が ，Tiliaと AJnUS が 優勢で あ

N 工工
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る．

　下野幌膕 の シ ル ト層 は ，下位か ら Larix−Picea帯 ，
躍 一

es−Picea−Tsuga 帯 ，　 Picea−Abies−Tsuga 帯 ，
　 Abies−Picea−

7「suga −Betuia帯 に 分けられる ，最下位 の Larix−Picea 帯

は貝化石をふ くむ基底砂礫層 に近 い 層準で ある．こ の 花

粉帯 を 除 くと ，
．
ド野幌層 の 花粉組成は Piceaと Tsuga の

優勢で 特徴 づ け られ る．

　音江 別 川 層 の 花粉帯 は 下位の QuerCUS−UtmUS−∫uglans

帯 と上 位 の Picea−Abies帯に 区分 さ れ る　（木 村 ほ か，

1983）．また ， 下位 の 花粉帯からは Corコlus　hetenoPhコtla，
C．　sieboldiana

，
　 Fagus 　 crenata な ど 15種の 植物遺体を 産出

す る （赤松 ほ か ，1981），

　早来智で は ， 下位から Quercus−Fagus−Abies　va，
　Abies一

σ卿 ∫o 褶 加 一Picea帯 ，
　Fagtts−Quercus−Juglan5　B｝｝c分帯 さ

れ て い る （山 田 ほ か ，1981），また ， 早来層 に 対 比 され る

と考 え られ る静 川 ボー
リン グの Sz−fi層 で は ， （≧uerqecs

，

Betula
，
　 AlnUS，　Ju．glans，　Tiliaな ど の 温 帯広葉樹 が 検出さ

れ て い る （近 藤 ほ か ，1984）．

　伊達山層の 花粉化石 は FagUS，　 QuerCUS，　Juglans，　 Ul −

mus が優勢で ，　 Taxodiaceaeを伴う組成で ある （外綺，

未発表），

　 こ の よ うに ， 音江別lr隅 相当層は温暖な気候 を 示す花

粉化石 で 特徴づ け られ て い る．

　中期 の 陸成層 と考 え られ る竹山礫層か らの化石 情報 は

な い ．しか し，静H［ボ
ー

リ ン グの Sz一皿層中の 泥炭層お

よ び泥炭質 シ ル トか らは Larix，　Piceaの 優勢 な 花粉群集

が検出され ， 静川 寒冷期として 報告されて い る （近藤 ほ

カ〉，　1984）．

　もみ じ台層 の 泥 炭 層 か ら は，Picea，　 Abies，　 AtnUS，　 Be−

ttttaな ど の 花粉化石 の ほ か P 蜘 α ψ 加 ε，　Larix　gmeliniiな

どの 植物遣体 も発見され る （赤松 ほか ，1981）．また ， も

み じ倉層 に対 比 され る と考え られ る厚 真 層 は ，藤 田 ほ か

（1967）の 下安平層 の
．一

部 に相当す る （馬追団体研究会 ，

工983）が ，そ の 花粉組成 （星 野 ほ か ，1982） は，静 川

ボーリン グの Sz一正V層 と 同様 に Fa．gusを 欠 く温帯性広葉

樹林
〜

針広 混 交林の 植 生 を 示 して い る（近藤 ほ か ，
1984）．

　最終氷期の 陸成層 と考 え られ る小野幌層 ・元 江 別 層 ・

広島砂礫層 お よ び 本郷 層 な どの 花粉化石 に 関す る研究 は

多 くなされて い る （北川 ほか，1976，1979，北川 ・
矢野 ，

19RO ；　ltl日」｝まdetS，　1981　；　凵」匚1］，　1984 ；矢里F，　1970 ；矢野

・山田 ，1982）．そ れ らに よ る と，Picea，　 Abies
，
　 Larix

，

Alnusなどが出現 し，ま た ，　 Larix　gmelinii，　 Pit：eα g勧 厩

な ど の 植物 遣 体 も産 出す る寒 冷 な 植 生 に よ っ て 特徴づ け

られる が，とくに ，広 島砂礫層 の層準 （矢野 ， 1970） に

寒冷 な要素が強 くな っ て い る．

　 疏 卜嵐
・熊野 （1981） は ，海岸平野地 下部 の ， ほ ぼ 小

野 幌層 相 当層 準 か ら検 出 され た花粉群集を Picea−Abies−

Larix帯 とし，そ の 花粉帯の なか に，　Betuga−Tsuga−（≧uerCUS

亜帯 と Betula−Abies一乙肋 獅 亜 帯を設定 した ．前者 は八 軒

bed に ， 後者は山「コ bed に相当す る
’
（赤松 ・松下，

1984）．また ， 樽 川 bed は ，
　 Abies−Picea−Ulmu5　ff｝と して

特微 づ け られ る．

　 3．　 哺乳動物化石

　下野幌層の 基底砂礫層 ， 音江 別川 層 の 基底礫層 お よ び

上部砂層 ，美里 段 丘堆積物 か ら哺乳動物化石 が産 出 して

い る，

　下野幌層基底砂礫層か らは貝化石群とと もに陸生 お よ

び海生 の 哺乳動物化石が多産する．そ れ らは Mammuth −

us ・p．　 cf．　 Premamm・nteus ，　 H ）
，dredatnalis　gigas（Steller

’
s

seacow ），
　 Odobenus　 sp．

，
　 Mystacoccti，　 Artiodactylaなど

で ある （木村 ほ か，1983；篠原 ほ か ，1986）． こ の うち

海生哺乳動物は北方系の もの で あり， 貝化石群の 特性と

合致して い る，

　音 江 別 川 層 で は ， 基 底 の 砂礫層か ら Mammuthus 　 sp ．

cf．　 armeniacus の 臼歯 ， 上部の 中粒砂層か ら Bi」
’
en ．sp ．

の 右角および 頭蓋骨が 産出す る （赤松
・
矢野 ，1973 ；木

本重｝まカ  　1983）．

　美里段丘 段丘 堆積物の Palaeeloxodon 　 naumanni の 臼 歯

は ，そ の産 出層準が，こ れまで 角田層 （ほ ぼ ， 小野幌層

相 当層 ） と さ れ て きた もの で あ る （第 四 紀総研北海道 グ

ノv 一プ
，
1969），しか し，馬追団体研究会　（1987） は，

そ れを再検討 した 美里段丘堆積物 の 層準で あ る と した．

　以上 の べ た 生 層序の 概要 を 総括し，表
一 1 に示 した．

編 年 と 年 代

　石狩低地帯 の 第四 系の 編年と年代 に つ い て 野幌 丘 陵地

域を 巾心 に 考察す る．

　 1。　　前・．一．中其月更 新世

　野幌丘：陵地域 に お い て ，届位学ある い は 古生物学的に

み て 明 らか に 下
一

中部更新統 と考 え られ る もの は 裏の 沢

層 と下野幌届で あ る，’届位学的 に は 両者は 不 整合関係 に

あ り，裏 の 沢綱 が
一
ド野幌層 の

．
下位 に 位置 して い る こ と は

明 らか で あ るが ，裹 の 沢農 か らの 化石 そ の 仙 の 情報が 少

なか っ たの で ，そ の 堆積時期 を 明確 に 推 定 で きな か っ

た，今國 ， 著者の
一人 ， 奥水 に よ っ て 裏の 沢展 の 最上部

の 軽石質砂層中 の 軽石の フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク年代 が

測定 され ，下限 は不明で ある が ， ほ ぼ 確実に 裏 の 沢 層 は

薗期更新世で あると結論された （輿水 ほ か，投稿 中）．
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第 1表　石狩 低 地帯 に お け る 第四 系生 層 序
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第 2 表　フ ィ ッ v ヨ ン ・ト ラ ッ ク年 代 測 定 値

　 　 　 　 　 NumberM 三neral　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ns
　　　　 of 　　grains

ρs Ni Pi Nd φ Age （Ma ）

Zlrcon 38　　　　　207　　6，74 × 104　　1143　　 3．72 × 105　3250　L34 × 1014　1．46± 0。23

Ns ： 自発 フ
』
イ ッ シ ョ ン

・
ト ラ ッ ク 密　（tracks）

ρs ： 自発 フ ィ ッ シ a ン ・ト ラ ッ ク 密度 （tracks 　 cm
−2

）

Ni ：誘 発 フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク 数 （tracks ）
ρi ：誘発 フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク 密度 （track 　cm

：
一
）

Nd ：外部 デ ィ テ ク タ ー （白 雲 N ）上 の 誘発 フ ィ ッ シ ョ ン
・

ト ラ ッ ク数 （tracks ）

φ ：熱 中性 子 線 量 （neutrons 　cm
−2
）

　 A ．　 裏 の 沢 層 の フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク 年代

　野幌森林公園内の瑞穂 池付近 に分 布する軽石質砂層 の

軽石か らジル コ ン を抽出 し，フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク年

代 を 求 め た．なお ， 年代算出の 際 ， 壊変定数につ い て は

2f ＝7．03xlO一ユ7
∫

ユ

を，標準ガ ラ ス 　（NBS −SRM 　612）

の 定数 B ，r に つ い て は，そ れぞ れ 5．79× 109nt−1e　348

を 用 い ，年代値 の 誤差 につ い て は 2 σ を示 した （表2 ）．

　求 め られた フ ィ ッ シ ョ
ン ・1・ラ ッ ク年代値 は ，1．46±

O．　23　Ma で ある．こ の 値 は前期更新世を指示する もの で

ある．

　B ・　 下野幌層の 時代

　音江別川流域 の 下野幌層 シ ル ト層 の 古地礎気測定の 結

果は ，
12層準で 出さ れて い る が ， 正 帯磁を 示 し，

BRUNHES

正 帯磁期に相当す る と考 え られて い る （木村 ほか ，1983）．

しか し，下野幌層基 底砂礫層 の 貝化石群の 特性 や Mam −

muthus 　sp ．　 cf ．　 Pramammonteusの 産出を重視す る と前期

更新世 の 末期 ，
つ まり ， Jaramillo事件層準を 示唆して い

る と考え られ る．ITIHARA ＆ KAMEI （1982） に よ る と，
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M αmmu 　thUS　Pramftmmonteusの 産出層準は ， ほ ぼ そ の時期

に 当た る ．また ，貝化石群や そ の 直上 の 泥炭層の 花粉組

成が 示す寒冷な 環境 を 重 視す る と ， 十勝 地 域 の 上 部 池 田

層最上 部 の Picea−Larix帯 （YOSmDA 　et　aL ， 1981）， さ ら

に ，東北地方の 会津盆地の 七折坂層（SUZUKI＆MANABE
，

1982） や 大阪層群光明池 tuff 層準などの 寒冷化 を 示す

時期 に 対比 で きそ うで あ る．こ れ らの 顧準は ， ほぼ Jara−

millo 事 件 の 時 期 と考 え られ て い る．また ，裏 の 沢 層 と

の 関係 は 不整合 で あ るが ，十勝地域 に もこ の 時期 の 不整

合がみ られる （吉 田 ，1983）．以上の ような事実を総 合

して 考 察 す る と，下 野 幌層 の 堆積時 期 は ，前期 更 新世 末

期 か ら中期更新世初期 に わた る もの と考え られる ．

　 C 、　 材 木沢 層 の 時 代

　材本沢層は，岩相上 ，上 ・
中

・
下部の 三 部層 に 区分 さ

れ，そ れ ぞ れに 貝化石が 産 出 して い る．こ れ らの 貝化石

群 と下野幌層 の そ れ らを 総括 した生 層序はすで に の べ た

と お りで ある．そ れを基礎に ， 野幌丘陵地域 と対比する

と ， 下部層 が ， ほぼ 裏 の 沢 層へ
， 中

・上 部 層 は 下野 幌層

に相当す る と考 え て よ い ．したが っ て ， そ の 堆積時期は

前期更新世か ら中期初期 に またが る もの で ある．

　2．　 中期更 新 世

　A ．　 音 江 別川 層 と 早 来層

　音江 別 川層 と早来層 は ，ともに 暖流系の 貝化石群をふ

〉む 海成層 で あ る．そ して 構造的に は 水平層 で あ り，分

布高度の 上限も 45〜60m の 範囲内 に ある こ となどか

ら，両者を対比 させ て 間違 い な い で あろう．

　音 江 別 川 層 は 下 野幌 層 を 傾斜不 整合で お お っ て い る

が，時代 を特定で き る積極的 な資料は な い．しか し ， 地

層 の 分 布高度 や 上 ・下層 との 層位的関係，あ るい は貝化

石 や 花粉化石の 特性な どを 総合 して 考察す る と ， 中期更

新世の 温暖期の 堆積物 とみ る こ とが で きる．

　伊達山層 は 時代を示す資料 に とぼ しい が，層位的観点

か ら音江 別川 層 に 対比 され る 陸成層 と考 え られ る．

　 B 。　 竹山 礫層

　 こ の礫層 は，松下 ほか （1972）に よ る と，野幌丘陵西

南部 の 焼山，白旗山，島松山な どの 山頂付近 に 分布 し，

新第三 系を 不整合1こお お う島松出礫層 と同 じもの で あ る

と され ， 前期更新世 の 扇状 地 堆積物 と考 え られて い た ，

しか し ， 竹 pLITes層 は音江別 川層を不 整合 に お お っ て 堆積

し ， 最終氷期の 堆積物と考 え られ る小野 幌 層 に 不 整合に

お お わ れ て い る．しか も構成礫が著し く風化され ， 赤色

土化 して い る部分 もある．北川 ほか （1963） は古赤色土

の 生成時期 は最終間氷期 で あ る と して い る．こ の よ うな

こ とを考慮す る と，こ の礫層 の 堆積時期 は中期更新世の

寒冷期で ある と考え られ る ．

　他地域 に お い て ，竹 山礫層 に 対 比 され る地表に 露出し

た 地層 は 見 当 た らな い が ，静川 ボ ーV ン グの Sz一皿層 が ，

そ の 層位的位置か らみ て ，竹山礫層 に対比 で きると考 え

られ る．そ れは ， 静川寒冷期 とされた時期 で ， お そ らく

リス 氷 期 に 対 応 す る と考 え られ る．

　3．　 後期更新世

　A ．　もみ じ台層 と厚 真 層

　もみ じ台層は，そ の 分布高度 や 貝化石 の 組 成か ら，明

らかに 音江別川層 とは こ とな る時期 の海成層で あ り，最

終間氷期 ，
つ まり ， 下末吉期 に位置 づ けられる，厚真麟

も同時期の もの と考 え られ て い る，

　B 。 小 野 幌層 と そ の 相 当層

　小野幌層 は野幌丘陵地域 に お い て 下位の 地 層 をすべ て

不整合に お お っ て 発達 して おり，西翼 に 分布する 同 層の

14C
年代は ，

32，000〜S6，000　y，B．P．の 範囲を しめ して

い る （北 川 ほか ，1979）．しか し，東翼 の 同層 は ， 狭在す

る テ フ ラ （Aafa）か ら早来
一
厚真地域の 本郷層 に 対比さ

れる ．本郷層 は ，下位の 厚真層 と整合漸多 の 関 係 に あ

り，花粉化石群集の 変化も考慮 さ れ，最終問氷期末か ら

最終氷期初頭 の 時期が 考 え られ て い る （馬追 団 体 研 究

会 ，
19B3）．また ， 町 田 ほ か （1987） は ，　 Aafa −2 を 洞

爺火山灰 と し， そ の 噴出時期を 13万年前 と 7 万 年前 と の

問の あ る 時期 と して い る。だとすると，西翼 の 小野幌層

と東翼の そ れ とは ， 層準が 違 う可能性もあ り， 今後の 問

題 で あ る．
・
元野幌層 の

14C
年代 は 28，000・v30 ，eOO　y．　B．　P．の 範

囲内 に ある （北川 ほか ，1974；矢野
・山 田 ，1982），江

別 砂層 は 内陸の 吉砂丘 と され て お り，そ の 形 成 時 期 は

28，000〜21，000y 』 ．　R の 閥と さ れて い る （北川 ほ か ，

1974）．また ， 広 島礫層 は 22，000〜15 ，
000y ．B．P．（矢

野 ，
1970，柏倉，1970）の なかに はい る．

　 以一ヒの よ うに ，最終氷期 の 地 層の 編年 に つ い て は
L
蛤

年代や 花粉群集 ，テ フ ラ な ど か ら種々 の 考察が な されて

い る が，まだ まだ 種 々 の 問 題 が 残 され て い る，

お 　 わ　 り　 に

　石狩低 地 帯 に 分 布 す る更 新統の 層 序を検 討 した 過 程 で

次の よ うな事実が明らか に な っ た．

　1） 石狩低地 帯 に お い て は 更新世の 4 時期に 海進 が 認

め られる．すな わ ち， 繭期更新世か ら中期初頭にかけて

の 時期 （裏の 沢
一

下野幌期），中期の 温 暖期 （音江 別 川

期 ；お そ ら く，ミ ン デ ル ーV ス 閧氷 期 ），最 終 間 氷 期

（もみ じ台期）お よ び最終氷期 の亜間氷期 （出口期） な
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どの 海進 で あ る．

　 2） 鮮新 肚
一

更新世境界を 検討す る た め の 屑位籌的現

象は 今の と こ ろ発見されて い な い．しか し ， IJ「糊 未か b

中期の 初頭 に かけた時期 に ，貝化石 群集や 花粉群集の 構

成が変化して い る．つ まり ， Jaramillo
．
計件 の 層準付近 の

lrj期が生眉序的 にみ る と 電要な 思 義を も っ て い る と考え

られ るの で ある ．

　3） 本地 域に お い て は 更新世を通 して 3寒冷期と 2 温

暖 期が み と め られ る．寒冷期 は，罰 期末 （下里r幌層基底

砂礫層準），中期 の 後期 （Sz− 1［1層 準 ；静 川 寒 冷 期 ） お よ

び最終氷期 ， とくに ， 21，000・−22，000年前頃 （広島 砂礫

属眉嘩） で あ る．温 暖期は，中期 の 音江別川期 と最終間

氷期で ある ．しか し，最終間氷期 は ，現 在 の 気候 条件 と

ほ ぽ 冂 じF 度 で あり，そ の 朋閥内に や や寒冷 な 1ffisu］が

みとめ られる．また ，最終氷期 の 八 軒 bed 層準は そ の

．．L下の 層準 に 比 較 す る と相対的 に 温 暖で ある，

　4） 今後 の 固題 と して ， 次の ようなもの がある，

　　  　鮮新世一
更新世境界に 関連 して ，裏 の 沢 層 1部

　　　層 の 再検訂 と下限 の 迫跡，砂川低地帯∫］辺 の 上 部

　　　鮮新統 と材木沢層との層位関係．

　　  lll地磁気層序の 確立 ，と くに ，　 Jaramillo学 f−1：

　　　層 準の 確疋 ，

　　  　竹山礫層 の 西方 へ の 追跡とそ の 堆頚 過 程 の 解

　　　明 ．松 下 ほ か （1972） が指摘 した よ うに ，こ の 礫

　　　層が島松山や 白旗山か らつ な が る扇状地 礫眉 だ と

　　　すると，かなり大規模な断層をともな っ た 地塊の

　　　昇降運動を 考えな ければならな い ．

　　　　こ の 問題 は ，下
…

巾邦更新統の 構造 CSIi幌背 斜

　　　構造 な ど） と ともに ， 本地 域 の 新第三 紀
一一

第 四 紀

　　　の 構造発達 史 を 考察す る うえ で 興 味 あ る問題 で あ

　 　 　る．

  上 部 更 新統 の 詳細な 層序や 対比 に はまだ種 々 の

　聞題が残されて い る ．たとえ ば，もみ じ台層 と厚

　支層 は ともに最終間氷期 に位置付けられ るが ，正

　確 な Stage は ど こ な の か ， また ， 最終氷期前半

　 と した 小野 幌層 は ， 野幌背斜 の 西翼 と束翼 で層 準

　力 異 っ て い る の で は な い か ，ある い は，低 地 部 の

　地 下で 確認 され て い る 最終氷婀後半の 治成旧 と対

　比 され る 地 表で の 層 凖 は ど こ な の か な ど，「し休 的

　な層 序 の 再検討とと もに 占地琿 や 占環馳の 復尤を

　考 え て い か な けれ ば な らな い 同 遺 で あ る，

　謝 辞 　こ の 小論を ま と め る に あ た り，極 々 新 しい 資料

の 鉦供 を い た だ い た北海迫 迂質 コ ン サ ル タ ン トK ．K ．の

外崎徳 二 氏 お よ び北海道 1ノ地 下資ガ 周査所 の 和 田計彦氏

に 深 く感謝す る次第で あ る．
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